
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

 

 

令和６年度
広陵町生涯学習事業計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広陵町教育委員会

　資 料　２　

IC023
テキストボックス





 

 



＜目　次＞                  

 
 
・令和６年度　広陵町生涯学習事業計画　------------------------- [ １ ページ ] 
 

・第１　令和６年度生涯学習事業予算　--------------------------- [ ２ ページ ] 
 
　　１　令和６年度一般会計予算　------------------------------- [ ２ ページ ] 
 

　　２　令和６年度生涯学習事業予算　--------------------------- [ ２ ページ ] 
 
・第２　生涯学習分野所管組織体制　----------------------------- [ ３ ページ ] 
 

・第３　令和６年度における生涯学習事業目標　------------------- [ ３ ページ ] 
 
・第４　広陵町生涯学習事業計画に係る事業推進内容　------------- [ ５ ページ ] 
 

　　１　生涯学習課　------------------------------------------- [ ６ ページ ] 
 
　　２　文化財保存室　----------------------------------------- [ 13 ページ ] 
 

　　３　スポーツ振興課　--------------------------------------- [ 19 ページ ] 
 
　　４　中央公民館　------------------------------------------- [ 21 ページ ] 
 

　　５　図書館　----------------------------------------------- [ 23 ページ ] 
 
・資料編 
 

 　　 (1) 関係団体一覧   -------------------------------------- [ １ ページ ] 
 
　　　(2) 生涯学習　------------------------------------------- [ ４ ページ ] 
 

　　　(3) 文 化 財　------------------------------------------- [ ５ ページ ] 
 
　　　(4) 体育館等　------------------------------------------- [ 11 ページ ] 
 

 　　 (5) 公 民 館　------------------------------------------- [ 15 ページ ] 
 
      (6) 図 書 館  ------------------------------------------- [ 24 ページ ] 
　



 

令和６年度　広陵町生涯学習事業計画 

 

 

 

　昨年５月に新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが「５類」に移行したことに

伴い、社会活動の活性化とともに価値観の多様化が進み、画一的でない多様な肯定感が

 実現される社会の形成が求められています。

　広陵町では、令和４年６月、町の文化芸術の推進についての理念と方向を示す「広陵

町の文化芸術推進基本計画」が策定されました。この計画に基づき、豊かで活力ある広

陵町をつくっていくために、生涯学習や福祉、教育などあらゆる分野で文化のまちづく

 りに取り組み、文化芸術を基調とした政策を推進することになります。

　今年度は、社会変化に柔軟に対応しながら、自治基本条例の基本理念のもと、第５次

広陵町総合計画及び広陵町教育振興基本計画を踏まえ、一人ひとりが生涯を通じて学ぶ

ことができるよう、多様な学習機会を提供し、その成果を地域で生かすための取組を進

 めてまいります。

 

 

 

 

 令和 ６ 年 ６ 月 ６ 日　　　　　　　　　　　　　

 

 広陵町教育委員会　　　　　　　　

 教育長　　植　村　佳　央　　　　
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第１　令和６年度生涯学習事業予算 
 
　１　令和６年度一般会計予算 

 （単位：千円、％）

 
令和６年度

 
令和５年度

 対前年度 総額に 
項　目 

予算額
 

予算額
 占める 

増減額 増減率 割合

一般会計総額 16,310,000 13,450,000 2,860,000 21.3  100.0

教育費 1,355,904 1,316,131 39,773 3.02 8.3

社会教育費 360,160 326,934 33,226 10.2 2.2

 
　２　令和６年度生涯学習事業予算 

 （単位：千円、％）
 
  

令和６年度
 

令和５年度
 対前年度 総額に 

 項　目 
予算額

 
予算額

 占める 
 増減額 増減率 割合
 
 社会教育総務費 40,311 38,399 1,912 5.0 11.2
 
 図書館費 105,399 146,609 △41,210 △28.1 29.3
 
 公民館費 62,416 45,590 16,826 36.9 17.3
 
 文化財保護費 152,034 96,336 55,698 57.8 42.2
 
 合　計 360,160 326,934 33,226 10.16 100.0

 
       社会教育費に占める 
         各費目の割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ※人権教育関係費（総務管理費）及びスポーツ振興関係費（保健体育費）は含んでいません。 
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第２　生涯学習分野所管組織体制 
 
　　　　　　　　　　　広陵町教育委員会教育振興部組織図　　　　生涯学習分野所管課部分 
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     
第３　令和６年度における生涯学習推進目標 

 【推進目標】

　「広陵町の文化芸術推進基本計画」に定められた、文化芸術施策及び生涯学習
の推進についての基本的な方向に基づき、文化及び生涯学習のまちづくりを推進

 します。
　若者～現役世代の参加に着目し、必要課題を取り入れながら、町民の主体的・
自主的な活動が促進されるよう、環境の整備に努めます。

　 
【参 考】 
 
　○広陵町自治基本条例（抄）（令和３年５月広陵町条例第１号） 

　（文化のまちづくり） 
第１９条　町は、文化芸術スポーツ活動について、年齢、性別、国籍、民族、障
　がいの有無その他の属性にかかわらず、町民一人一人が文化芸術スポーツ活動
　の根付く生活を営むことができる地域社会を実現するための環境整備に努めな
　ければならない。
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２　町民及び町は、文化財の重要性を認識し、その保護に努め、先人が守り育て
　培ってきた伝統文化を継承するよう努めなければならない。 
３　文化芸術スポーツに関し必要な事項は、町長が定める。 
 
　（生涯学習のまちづくり） 
第２０条　町民は、豊かな人間性を育むとともに、町政やまちづくりに参画する
　ための知識や考え方を学ぶため、性別、国籍、民族、障がいの有無その他の属
　性にかかわらず、生涯にわたって学習する権利を有する。 
２　町長等は、町民の参画と協働を推進し、自律的なまちづくりを支援するため
　の学習機会を提供するとともに、その活動に対して支援、その他必要な措置を
　講じるものとする。 
３　町民及び町は、学習した成果をまちづくりに生かせるよう努めるものとす   
  る。

 
　○広陵町の文化芸術推進基本計画（令和４年６月策定） 
 
　　(1) 基本理念 

①　全ての人の「文化的に生きる権利」を保障し、町民主体の文化芸術を推進
 　する。

②　誰もが自由に文化芸術活動に参加・参画でき、多様な主体が連携・協働す
 　ることで、心豊かで活力あふれるまちづくりに寄与する。

③　文化芸術活動の主体は町民であり、自主性・自立性・自律性をもって主体
　的に活動に参加する。

 
　　(2) 基本原則 

①　町民は、自主的・主体的に活動し、住民間・世代間のつながりの輪を広げる｡ 
②　町は、町民の文化活動・生涯学習活動を支援し、連携・協働により機会・

 　環境・場の整備に努める。
③　今後の公共文化施設は、施設面（ハード面）では複合化及び多機能の視点
　を持たせ、機能面（ソフト面）については各種施設との連携・ネットワーク

 　を進める。
 ④　町民は、町の運営主体として財政を含め公共経営の視点を持つ。

⑤　広陵町の文化芸術推進基本計画は、数値指標を導入し推進状況を評価する｡

 
　　(3) 施策大綱（基本方向） 

 ①　生涯学習・文化芸術活動に親しみ、参加し、つながる
 ②　子ども・若者の文化芸術の充実（鑑賞機会-学校等、演じる場と機会）

③　生涯学習・文化芸術活動の拠点（場・プラットフォーム）をつくる（町民
 　に必要とされる公共文化施設へ）

 ④　文化をまちづくりに活かす（自然、歴史、町並み、景観等）
⑤　文化芸術が育つしくみをつくる（人材づくりと文化芸術マネジメント、文

 　化芸術における協働）
⑥　文化芸術による社会的課題解決への取り組み（社会包摂）の推進
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第４　広陵町生涯学習事業計画に係る事業推進内容 
 
　　本計画に基づき令和６年度に行う事業について、生涯学習課、文化財保存室、スポ
　ーツ振興課、中央公民館及び図書館における事業ごとに予算額、第５次広陵町総合計
　画の施策名、事業の現状及び課題、取組の目標並びに重点取組内容について、次ペー

 　ジからの令和６年度広陵町生涯学習事業計画事業推進シートとして整理しました。
 　　各シートの構成は、以下のとおりです。

 
 
　　１　生涯学習課 

 　　　　・人権教育
 　　　　・学校支援地域本部

 　　　　・社会教育一般
 　　　　・生涯学習振興

 　　　　・二十歳のつどい
 　　　　・文化祭

 　　　　・地区公民館
 
　　２　文化財保存室 

 　　　　・文化財一般
 　　　　・史跡等管理

 　　　　・発掘調査受託
　　　　・文化財保護審査会 
　　　　・巣山古墳史跡整備 
　　　　・文化財ガイド 
 
　　３　スポーツ振興課 

 　　　　・スポーツ振興一般
 　　　　・スポーツフェスティバル

 
　　４　中央公民館 

 　　　　・公民館一般
 　　　　・主催事業

 
　　５　図書館 

 　　　　・図書館
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令和６年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課 人権教育関係費 １，８７４千円

職員数 正職員 １０人（内兼務３人） 会計年度任用職員 ２人（内兼務２人）

  施策５－５　
総合計画の施策名 人権尊重、非核平和、男女共同参画、 

多文化共生の推進

現状及び課題

 　まちが一丸となって人権教育を推進するため、町内の諸団体・機関で組織された
「人権教育推進協議会」を中心に、年３回の人権セミナーをはじめとする各種事業

 に取り組んでいます。
　より多くの方に人権問題について学んでいただくため、人権セミナーと家庭教育
学級の共催で講演会を実施していますが、参加人数が伸び悩み、取組の難しさを実
感しているところです。広陵町の現状に目を向けながら、全ての人の人権が尊重さ
れる社会の実現を目指すために効果的な事業を模索しています。

取組の目標

　幼少期からの人権教育について取り組み、住民の人権問題への関心を高めるため
の事業を推進します。関係機関等と連携して人権意識の高揚を図ります。　

重点取組内容

　家庭、地域、学校など、あらゆる場と機会を捉え、住民が不当な差別や偏見に関
する問題事象について学び、考えることができるよう、県や郡、関係機関等と連携

 して、人権教育を推進します。
　人権セミナーについては、家庭教育学級に加えて、新たにＰＴＡ会員研修会と共
催で開催します。多様化する社会の中で、それぞれがお互いを認め合い、支え合う

 ことの大切さについての学びを深めます。
　また、幼少期から人権について学ぶための一助として、子ども向けの人権学習用
ＤＶＤを購入し、各園・小学校、子ども会等に貸し出す事業について、継続して実
施します。　
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令和６年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課 学校支援地域本部事業 １，４２８千円

職員数 正職員 １０人（内兼務３人） 会計年度任用職員 ２人（内兼務２人）

  
総合計画の施策名 施策３－３　学校教育の充実

現状及び課題

　地域教育力の低下、保護者の孤立化、学校を取り巻く課題の複雑化・困難化に対
応するためには、学校・家庭・地域の連携・協働が必要です。 
　教職員だけでなく、地域住民や保護者等の参画を得ながら、社会全体で教育の実
現を図っていくための取組が「地域と共にある学校づくり」であり、その取組を一
層推進する仕組みとして、学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を活用して
います。 
　文部科学省が推進する教員の働き方改革に伴い、多様なボランティアが求められ
ています。

取組の目標

　地域と共にある学校づくりの合議体としての「学校運営協議会（コミュニティ・
スクール）」と、学校を核とした地域づくりの活動体としての「地域学校協働本部｣

 との連携・協働をめざします。

重点取組内容

　学校運営協議会と地域学校協働本部の連携・協働により、学校運営に地域の声を
 積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めます。

　子どもの成長を支える体制を築くことで、これからの社会をたくましく生き抜く
 力の育成をめざします。

　ボランティアの高齢化・固定化を緩和するため、登録人員の整理とともに、新た
 なボランティア募集に取り組みます。

　地域コーディネーターとの連携を密にし、「コミュニティスクール」と「地域学
 校協働活動」の一体的推進に向けた充実を図ります。
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令和６年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課 社会教育総務費 ２，６１３千円
（一般経費）

職員数 正職員 １０人（内兼務３人） 会計年度任用職員 ２人（内兼務２人）

  施策５－１　生涯学習の推進
総合計画の施策名 施策５－２　地域コミュニティの育成 

施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

【 課題１ 】社会教育委員については、社会教育法で定められた職務のほかに、世
代間交流事業に取り組むなど、活発に活動いただいています。また、町の文化芸術
推進基本計画の進捗管理等を担うために設置された文化芸術推進審議会について
も、定期的に議論を深めていただいています。どちらも高い見識を持って活動いた
だいていますが、研修機会が少ないため、研究調査を充実させることが課題かと考

 えます。
 
【 課題２ 】社会教育団体の高齢化・固定化が常態化しており、団体への町補助金
については、町全体の補助金見直しの流れに対応する必要があります。社会教育団
体のひとつである子ども会は、昨年度１団体が立ち上がった一方で１団体が閉会
し、他団体でも会員数の減少等により閉会を検討している現状があります。ＰＴＡ
連絡協議会についても、共働き世帯が増加し、役員等の負担が大きくなっているこ
とから、事業の見直しが必要だと考えます。

取組の目標

 　社会教育団体の硬直化に歯止めをかけるための施策を研究します。
　　

重点取組内容

【 課題１ 】上記の二つの会議体には、広陵町の社会教育及び文化芸術の方向性を
判断していただくために、常に公正な明察力が期待されます。活動の一助となるよ

 う、研修機会の情報提供と確保に努めます。
 
【 課題２ 】社会教育団体に対して、ニーズに合致した支援のあり方を再考し、活

 性化を図るため、情報提供及び相談体制について調査・研究を始めます。
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令和６年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課 生涯学習振興費 ６，０６８千円

職員数 正職員 １０人（内兼務３人） 会計年度任用職員 ２人（内兼務２人）

  施策３－２　青少年の健全育成
総合計画の施策名 施策５－１　生涯学習の推進 

施策５－２　地域コミュニティの育成

現状及び課題

　地域コミュニティの希薄化や単身世帯の増加等を背景に、子ども・若者がさまざ
まな体験や世代間交流を通じた規範意識やコミュニケーション能力を身につける機
会が少なくなっています。関係団体、学校、地域、家庭との連携・協働により、地
域社会の中での体験や世代間交流を通して、たくましく成長できる機会の創出を図

 る必要があります。
　また、生涯学習を進めるうえでは、趣味・教養系以外の学習ニーズが満たせてい
ないのが現状です。要求課題への対応だけでなく必要課題（地域課題や社会課題等
）にも取り組み、課題解決型講座の開設、学習の循環・還元を推進することが必要

 であると考えます。
　

取組の目標

 　子ども・若者の健やかな成長と豊かな心を育むための社会環境づくりを推進しま
す。

重点取組内容

 子ども・若者が、さまざまな活動や世代間交流等を体験できる機会を創出します。
特に、世代間交流事業については、コロナ禍を経て、新たな形の事業を推進してお

 り、より充実した取組を推進していきたいと考えています。
　家庭教育学級やＰＴＡ関係の研修会等、さまざまな事業を連携して行うことによ

 り、参加者の負担軽減と密度の濃い事業展開を目指します。
　また、生涯学習セミナーとしては、学習内容の循環・還元等により、地域活動に

 つながる課題解決型講座の開催をめざします。
　青少年健全育成事業については、少年補導員による青色防犯パトロールカーによ
る町内巡視、協議会による夏期夜間合同巡視指導等を実施し、青少年の非行防止に

 努めます。
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令和６年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課 二十歳のつどい関係費 ９７９千円

職員数 正職員 １０人（内兼務３人） 会計年度任用職員 ２人（内兼務２人）

  
総合計画の政策名 施策３－２　青少年の健全育成

現状及び課題

　令和６年１月８日（月・祝）、中学校区別の２部制で開催した「二十歳のつどい
」には、３１３人が参加（対象者４１０人）し、参加率は７６．３％（前年度比＋

 ４．７％）でした。
　町内事業者に記念品等の無償提供を呼びかけたところ、広陵町靴下組合（昌和莫

 大小株式会社）から靴下、南都銀行箸尾支店から紙袋を提供いただきました。
　新たな取組として、記念アルバム作成業者と協議し、スナップ写真データのダウ
ンロード対応を行いました。

取組の目標

二十歳の若者を祝い励ますとともに、健全な社会を担う一人としての自覚を促しま
す。

重点取組内容

　これまでと同様に、実行委員会での自主的な運営を見守りながら、二十歳という
 節目の年に新たな想いを感じることのできる式典を開催します。

　町内事業者からの記念品無償提供として、靴下組合からは継続的な提供をいただ
けることになっているため、今年度は実行委員にデザイン決定から関わってもらう

 ことで、シビックプライドの醸成をめざします。
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令和６年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課 町文化祭関係費 ６，３０５千円

職員数 正職員 １０人（内兼務３人） 会計年度任用職員 ２人（内兼務２人）

  
総合計画の政策名 施策５－４　文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　文化祭は、潤いのある生活及び文化芸術振興への寄与を目的として、町民が日頃
の芸術創作活動の成果を発表・展示する場であり、また、あらゆる世代の住民の誰
もが気軽に文化芸術に触れることができる場でもありますが、発表者・出展者・参

 加者共に高齢化・固定化が見られるのが現状です。
　一方、初めての試みとして中学生に文化祭のポスターデザインを募集したとこ

 ろ、１２５作品の応募があり、全作品を文化展覧会にて展示しました。
　今後、文化展覧会部分については、これまで参加したことがない住民や文化芸術
に興味関心がない住民に対するアプローチ方法を考案し、環境をつくるほか、効率
的に指導者を育成又は確保できるよう、コーディネートできる人材の養成が課題と

 なっています。

取組の目標

 　文化芸術団体の育成と指導者を確保します。
　文化芸術にふれる機会を充実します。　

重点取組内容

　新規の文化芸術活動団体が増えず、既存団体内での高齢化が進むことによって、
指導者の育成・確保につながっていないことから、団体内でスムーズな世代交代が
行われ、効率的に指導者を育成又は確保するコーディネーター的な人材養成に取り

 組みます。
  若年層世代に文化祭（文化芸術）に関心を示してもらえる仕組みづくりに加え、
文化芸術を身近に感じ、活動の活性化を図るため、デジタルコンテンツの活用やア
ウトリーチ活動など、享受者の多様なニーズに合致した機会の確保に取り組みま

 す。
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令和６年度　広陵町生涯学習事業計画　事業推進シート 

生涯学習課 地区公民館費 ２５，８６３千円

職員数 正職員 １０人（内兼務３人） 会計年度任用職員 ２人（内兼務２人）

  
総合計画の政策名  施策５－２　地域コミュニティの育成

現状及び課題

　公民館及び集会所は、基礎的コミュニティ醸成の場として核となるものですが、
実際にはどの程度地域コミュニティの育成に貢献しているかの実態は把握できてい

 ないのが現状です。
　今後、施設の維持管理及び老朽化への改修に係る補助に加えて、本来の趣旨に沿
った活用実績等の把握に努めることで、施設を拠点とした学習活動がどのように地
域づくりにつながるかを確認し、地域ごとの支援を提供していくことが課題となっ

 ています。
 

取組の目標

　地域住民がコミュニティ育成の場として適切に施設を活用できるよう、補助金等
による支援を行います。　

重点取組内容

　コミュニティ意識の高揚を図るために有益な情報共有ができる仕組みづくりを行
 います。

  コミュニティ育成の場として、これまで以上に公民館及び集会所の需要が高まる
ことを見越して、補助金を通じた施設の維持管理・改修支援に加えて、地域コミュ
ニティや地域の自治を実施していく場として、生涯学習及び地域づくりに参画しや
すくするための環境づくりを行います。　
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令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 一般経費（文化財） ２，８３７千円

職員数 正職員 ２人（内兼務２人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　文化財は、住民の“ふるさと広陵”に対する理解・関心を深めるともとに、地域
固有の歴史や伝統文化を町内外に発信する上で大きな役割を担っています。しか
し、少子高齢化などを背景に、文化財の保存・活用を担う者や、民俗行事を継承す
る者が減少しており、今後は継続できない文化財も出てくると考えられます。 
　住民共有のかけがえのない財産として、より多くの人々が地域固有の歴史や伝統
文化に強い関心を抱き、次の世代に確実に継承していくことができるよう、有形無
形の文化財の保存・活用に取り組む必要があります。 
　また、住民・団体・事業者・関係機関など新たな主体による担い手の発掘・育成
に努める必要があります。 
 
 

取組の目標

　住民が地域固有の歴史や伝統文化にふれる機会の充実や、有形無形の文化財の適
切な調査及び保存・活用を推進するための取組が盛んなまちを目指します。 
 

重点取組内容

 ・文化財保存センターの維持・管理を行います。
・出土遺物の整理作業（洗浄、注記、接合、復元、実測、写真撮影、報告書作成、

 　保管、木製品保存処理）を行います。
 ・文化財の活用・啓発（センターの展示替え、見学者への便宜等）を行います。

 ・文化財の啓発資料を作成し、印刷物の出版や町ホームページで公開を行います。
 ・広陵古文化会などが主催する文化財関連の講演会、講座の広報を行います。

・広陵古文化会、大垣内立山保存会への補助事業を行います。
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令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 史跡等管理費 ７，００７千円

職員数 正職員 ２人（内兼務２人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　シルバー人材センターに、牧野史跡公園の清掃（トイレ、駐車場）作業、巣山古
墳の草刈（外堤）・植栽内除草作業、乙女山古墳の草刈作業、石ヶ谷古墳の草刈作

 業を委託しています。
　広陵古文化会に、牧野古墳の草刈・剪定作業、巣山古墳の草刈（墳丘）作業、三

 吉石塚古墳の清掃作業を委託しています。
 　広瀬区に与楽寺十一面観音立像収蔵庫の管理業務を委託しています。

　奈良県の補助事業で、百済寺と教行寺の防災設備保守点検を行っています。 
　広陵古文化会は、高齢化が進んで史跡の草刈・清掃作業に携わる役員数が減少し
ています。また、業務委託対象外の事例（牧野古墳東側の雑木処理、石ヶ谷古墳の
雑木処理）が増加しています。 
 
 

取組の目標

　史跡等の管理を十分に行うことにより、町内文化財の魅力を維持・向上させま
す。

重点取組内容

 ・文化財の維持・管理（草刈、剪定、清掃）業務を委託します。
 ・指定文化財（建造物）の防災設備保守点検の補助事業を行います。
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令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 発掘調査受託事業費 ７，４８２千円

職員数 正職員 ２人（内兼務２人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　民間の開発地内に埋蔵文化財が存在し、現地での埋没保存が不可能な場合、記録
 保存（発掘調査）を行っています。

　　

取組の目標

　遺跡内容の情報収集に努めます。

重点取組内容

 　工事立会等で蓄積した遺跡の情報を、発掘調査・試掘調査に利用するシステムを
構築します。
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令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 文化財保護審査会費 ８０千円

職員数 正職員 ２人（内兼務２人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　町内にある指定文化財は、国指定文化財５件、県指定文化財８件、町指定文化財
７件、国登録有形文化財１件となっています。 
　平成１９年度に教行寺の本堂、対面所・書院が奈良県有形文化財（建造物）に、
令和３年度に大福寺の瑞夢記が奈良県有形文化財（書跡・典籍）に指定されまし

 た。
 　また、平成２９年に古寺の松本家住宅が国登録有形文化財に登録されました。

　近年は、文化財保護審議会が開催されていません。

取組の目標

　指定文化財、登録文化財の件数の増加を目指します。

重点取組内容

・広陵古文化会や広陵町文化財ガイドの会等と連携し、新たな指定文化財、登録文
 　化財となり得る文化財の発見に取り組みます。

・文化財保護審議会を開催します。
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令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 巣山古墳史跡整備事業費 １１０，４４６千円

職員数 正職員 ２人（内兼務２人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　巣山古墳は、周濠が灌漑用溜池として古くから利用され、水位変動や風による波
浪により墳丘裾と外堤裾が浸食を受けて大きく削られていたことから、平成１２年
度から墳丘・外堤部の護岸工事を継続して行ってきました。 
　令和３年度に護岸工事が終了し、令和４年度以降、外堤園路等を整備して馬見丘
陵公園と接続する予定です。 
　事業費が減額されているため、全体計画に遅れが出ています。　

取組の目標

　町のシンボルとして史跡整備を行い、文化財保護意識高揚の場、住民の憩いの場
としての活用を図ります。

重点取組内容

・巣山古墳の史跡整備事業（設計監理業務、検討委員会の実施、発掘調査、史跡整
 　備工事）を行います。

・事業費の確保に努めます。
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令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

文化財保存室 文化財ガイド経費 ２１９千円

職員数 正職員 ２人（内兼務２人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 文化芸術の振興と文化財の保存・活用

現状及び課題

　文化財ガイドの会は、文化財が地域振興、観光振興などを通じて地方創生や地域
経済活性化に貢献することから、平成１９年に発足しました。 
　主な活動として、ガイド申込みに応じて古墳を中心とした遺跡や寺社等の見学案
内を行ったり、馬見丘陵公園のイベントに合わせた古墳ガイド、牧野古墳・三吉石
塚古墳での期間限定定点ガイドを行ったりしています。 
　また、かぐや姫まつりや町文化祭において、勾玉づくりや鏡鋳造体験などのワー
クショップも開催しています。 
　見学者数は微増、微減を繰り返し、全体的に横ばいとなっています。 
 
 

取組の目標

　住民の郷土愛の醸成にも結びつくよう、文化財ガイドの会と連携・協働のもと、
文化財等の公開や活用を推進し、会員数、見学件数、見学人数の増加を目指しま

 す。
 

重点取組内容

 ・見学案内を行う際に使用する説明板や案内地図の作成を支援します。
・各種イベント等で行う、ワークショップ、ウォーキングイベントなどの文化財普

 　及啓発活動を支援します。
 ・自主研修等を支援します。

 ・活動内容を広報します。
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令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

スポーツ振興課 一般経費 １６，８５３千円

職員数 正職員 ８人（内兼務４人） 会計年度任用職員 ３人

  
総合計画の政策名     スポーツの振興

現状及び課題

　住民がそれぞれの目的やライフスタイルに合わせてスポーツを楽しむ機会及び施
設の快適な利用のため、利便性の向上に努めています。 
　町内には５つの体育館（広陵中央体育館、広陵東体育館、広陵西体育館、広陵北
体育館、真美ヶ丘体育館）が設置されていますが、いずれも築後４０年以上が経過
しており、大半が経年劣化が進んでいる状況であることから、維持管理経費は増加
傾向にあり、大規模改修などで財政を圧迫することが予想されています。 
　このことから、広陵町体育施設使用料適正化検討委員会を設置し、持続可能な財
政運営を確保するため、令和５年４月１日から１年間の緩和措置期間での使用料改
定を経て、令和６年４月１日付けで２度目の使用料改定を行いました。 
　住民サービスの提供については、より効率的な施設運営や事務改善を図りながら
コスト削減とスポーツ振興に努めていく必要があります。 
 

取組の目標

　住民がより安全・安心で快適な環境のもとでスポーツを楽しむことができるよ
う、既存スポーツ施設の機能の維持・向上を図ります。 
　住民がそれぞれのライフステージやライフスタイルに応じて、気軽にスポーツを
楽しむことができるよう、多様なスポーツ活動の普及促進に取り組みます。 

重点取組内容

・年齢や性別、障がいの有無等に関わらず、誰もがスポーツに気軽に取り組めるよ
　う、地域スポーツの推進に取り組みます。 
・既存スポーツ施設で実施されるさまざまなイベントや教室に関する情報提供の充 
　実を図るとともに、住民の多様なニーズに応えられるよう、スポーツ指導者の育
　成・確保を図り、ライフステージに応じたスポーツの推進や、新たな人材の育成
　と支援活動に繋げるための仕組みづくりを検討します。 
・既存スポーツ施設の効率的な維持管理・運営に努め、老朽化の度合いに応じた修
　繕・改修や設備機器の更新を計画的に推進します。多様な利用形態を模索し、利
　用者の利便性の向上に努めます。 
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令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

スポーツ振興課 スポーツフェスティバル １，６０４千円
関係費

職員数 正職員 ８人（内兼務４人） 会計年度任用職員 ３人

  
総合計画の政策名  　　スポーツの振興

現状及び課題

　第２回スポーツフェスティバルは、新しく６競技を追加し、全１２競技に拡充し
て開催しました。参加人数は３５７人で、ファミリー層の参加が目立ち、小学生が
約４割を占めました。 
　全ての住民がライフステージに応じた種目や競技が体験・参加できる健康イベン
ト大会としても位置づけ、継続的に開催できるよう更なる企画、立案が重要だと考
えます。 
　旧来の体育祭のように地域（団体）でのエントリーが不要になったことから、地
域の繋がりの希薄化を懸念する声があります。誰もが気軽に参加できるイベントと
する一方で、住民のコミュニケーションの一環として、まちづくりの一助となるよ
うな仕組みづくりを検討します。  

取組の目標

　スポーツに親しむきっかけ作りの機会とすることに加えて、持続可能な地域コミ
ュニティ活動の一環として事業を推進します。 
　現在の競技を見直し、町民がより参加しやすい内容を工夫します。 
　地域住民が中心となり参加できる動機付けを検討します。 

重点取組内容

　町民が参加しやすい競技内容を工夫します。 
　全ての住民がライフステージに応じた種目や競技を体験・参加できる健康イベン
ト大会として位置づけし、充実を図ります。 
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令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

中央公民館 一般経費 １４，５７８千円

職員数 正職員 ８人（内兼務８人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－２　地域コミュニティの育成

現状及び課題

　公民館は、住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興
に寄与する目的をもって、教育、学術及び文化に対する各種の事業を行うもので

 す。その環境づくりのために必要な経常経費を執行しています。
　公民館を拠点に活動する育成クラブをはじめとした貸し館業務をスムーズに行う
ため、良好な状態をキープするよう努めていますが、施設の老朽化に伴い、問題点
が増加しているのが現状です。公共施設の再配置計画等と連動して、必要な施策を

 進めます。
　

取組の目標

　幅広い世代の住民がさまざまな文化芸術にふれ、楽しめる機会を提供し、住民主
体の文化芸術活動に参加しやすい環境づくりを推進します。

重点取組内容

　人と人のつながりや地域コミュニティの醸成に結びつくよう、住民が主体的に文
化芸術を創造・発表できる環境づくりを推進します。 
　公共施設の再配置計画等と連携しながら、老朽化が進む施設をどのように使用す

 るかを判断し、必要な施策を進めます。
 

-21-



令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

中央公民館 主催事業費 ５，１１７千円

職員数 正職員 ８人（内兼務８人） 会計年度任用職員 ３人（内兼務３人）

  
総合計画の政策名 施策５－１　生涯学習の推進

現状及び課題

　主催事業として、２６の教室（参加者２０１人）、１の講座（参加者１６人）、
１６の子ども対象事業（参加者３９５人）のほか、女性学級として「みそ造り講座
：参加者４２人」、５回にわたる実年学級（延べ参加者数７７７人）を開催しまし

 た。
　また、その他イベントとして、広陵中学校吹奏楽部のコンサート（２回）、夏休

 み映画会（２回）を開催しました。
 
　文化祭開催時、育成クラブ有志で実施するワークショップ（参加体験型教室）に
ついては、日本舞踊、箏、尺八など、多くの文化・芸術に触れていただく機会とな
ったほか、各種団体による啓発や模擬店等も行われ、それらのブースを巡るスタン
プラリーには、４８０名が参加されました。 

取組の目標

　講座や育成クラブ参加者の固定化・高齢化に伴い、特定の人や団体が利用してい
る状況が続いています。誰もが生涯にわたり学ぶことができる施設を目指します。 

重点取組内容

　若者～現役世代に対応した学習機会（講座・教室）の提供に取り組みます。 
　特定の人、団体だけでなく、誰もが生涯学習に取り組むことができる拠点づくり
を目指します。 

-22-



令和６年度　広陵町生涯学習推進計画　事業推進シート 

図書館 図書館費 ３６，０３３千円

職員数 正職員 ４人 会計年度任用職員 １５人(内学校6人）

  
総合計画の政策名  施策５－１　生涯学習の推進　

現状及び課題

  図書館は、竹取公園が隣接するなどの立地条件もあり、町外の方も気軽に利用で
 きる、公共施設としては利用者が一番多い施設である。

　図書館本来の生涯学習施設としての機能を果たすとともに、人が集える交流の場
 にもなるよう、イベントの開催や、町の情報発信を行っている。

　開館から２６年が経過し、施設修繕の増加や利用ニーズの変化に合わせた施設運
 営を行うことの困難さ、また町内地域における利用格差が課題となっている。

　照明のＬＥＤ化や洋式トイレ化、また包括管理委託により、施設管理について引
き続き環境整備に務め、スペースを有効活用してニーズにあった図書館サービスを

 行う。
　また、図書館を利用されない方への読書環境の整備を行うための取組を積極的に
進めている。

取組の目標

  施設の柔軟な運用と図書館から地域へつながっていくことで、住民誰もが身近で
便利に図書館サービスを利用できるよう、町じゅうどこででも読書できる環境の創
出を目指す。本を通じて人々が集い、学び合い、資料を使ってさまざまな情報や知
識を得ることで、心の豊かさやいきがい、生きる力を育む。

重点取組内容

 図書館の使命である「いつでも　どこでも　だれでも」を実現する。
 

 図書館本館の充実
 　・新鮮で幅広いジャンルの資料をそろえる。

 　・それぞれの利用目的に合致した施設環境を提供できるように整備し、安全で安
 　　心な施設管理に努める。

　・地域の交流の場所、町の情報発信の拠点として、イベントの実施や情報発信に
 　　努める。

 地域の身近に本のある環境を創出する。まちじゅう図書館事業の拡大。　
 　・地域と連携し、図書館から地域へ出向いて、身近に本のある場所を作る。

 　・学校図書館と情報や資料の共有を図り、児童の読書推進を図ると共に、地域の
 　　図書館サービスの拠点作りを行う。

 デジタルを活用した読書活動の促進　
　・好きな時、好きな場所で利用できる電子図書館のコンテンツ充実を図り、利用

 　　を促進する。
　・インターネット上の利用サービスを推進する。
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資　料　編



 



 

生
涯
学
習
関
係
団
体
一
覧

 
 １
　
生
涯
学
習
団
体

 

活
動

分
野

団
体

の
名

称
活

動
内

容
所

管
課

１
 

青
少

年
健

全
育

成
少

年
補

導
員

広
陵

ブ
ロ

ッ
ク

毎
月

第
３

金
曜

日
、

夏
期

夜
間

合
同

巡
生

涯
学

習
課

 
視

、
小

学
校

始
業

式
・

終
業

式
に

お
け

る
校

門
立

哨
、

町
内

の
祭

・
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
巡

視
活

動
を

行
い

、
青

少
年

の
非

行
及

び
犯

罪
被

害
の

防
止

並
び

に
青

少
年

健
全

育
成

に
関

す
る

機
運

の
醸

成
を

行
う

。

２
 

青
少

年
健

全
育

成
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

北
葛

城
第

７
団

青
少

年
が

そ
の

自
発

活
動

に
よ

り
自

ら
の

生
涯

学
習

課
健

康
を

築
き

社
会

に
奉

仕
し

得
る

能
力

と
人

生
に

有
益

な
る

技
能

を
体

得
す

る
。

３
 

青
少

年
健

全
育

成
ガ

ー
ル

ス
カ

ウ
ト

奈
良

県
第

５
１

団
「

自
己

開
発

」
、

「
人

と
の

ま
じ

わ
り

」
､

生
涯

学
習

課
「

自
然

と
と

も
に

」
の

３
つ

を
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

活
動

に
取

り
組

み
、

活
動

の
中

で
実

行
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

能
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

 

４
 

青
少

年
健

全
育

成
広

陵
町

子
ど

も
会

連
合

会
単

位
子

ど
も

会
の

支
援

及
び

調
整

並
び

に
生

涯
学

習
課

Ｋ
Ｙ

Ｔ
（

危
険

予
知

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

）
研

修
会

を
は

じ
め

と
す

る
研

修
を

行
い

、
子

ど
も

の
健

全
育

成
に

資
す

る
活

動
を

行
う

。

５
青

少
年

健
全

育
成

広
陵

町
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
絡

協
議

会
町

内
各

校
・

園
の

教
育

振
興

及
び

園
児

、
生

涯
学

習
課

児
童

生
徒

の
福

祉
の

向
上

の
た

め
に

、
各

単
位

Ｐ
Ｔ

Ａ
相

互
の

連
絡

調
整

、
各

事
業

の
充

実
発

展
と

と
も

に
会

員
の

研
修

を
実

施
す

る
。
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活
動

分
野

団
体

の
名

称
活

動
内

容
所

管
課

６
 

男
女

共
同

参
画

広
陵

町
婦

人
会

 
地

域
に

根
ざ

し
た

女
性

の
健

康
増

進
、

消
生

涯
学

習
課

【
令

和
４

年
３

月
に

て
休

会
】

費
生

活
の

合
理

化
、

女
性

の
社

会
参

画
な

ど
の

婦
人

活
動

を
行

う
と

と
も

に
、

町
の

各
種

事
業

に
対

す
る

参
画

･
協

働
、

ま
た

、
災

害
時

に
お

け
る

支
援

を
行

う
た

め
、

各
種

研
修

会
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
行

っ
て

い
る

。

７
 

文
化

・
芸

術
推

進
広

陵
町

文
化

協
会

文
化

展
覧

会
へ

の
後

援
、

出
品

の
準

備
及

生
涯

学
習

課
び

参
加

者
募

集
啓

発
、

協
会

各
部

の
公

民
館

活
動

へ
の

参
加

協
力

と
援

助
を

行
う

と
と

も
に

、
研

修
の

場
を

提
供

す
る

。

８
 

文
化

財
保

護
広

陵
古

文
化

会
郷

土
に

残
さ

れ
た

豊
か

な
文

化
財

の
発

生
涯

学
習

課
 

掘
、

探
求

顕
彰

及
び

保
存

を
目

指
し

、
あ

（
文

化
財

保
存

室
）

わ
せ

て
会

員
相

互
の

親
睦

を
図

る
目

的
の

た
め

、
広

く
識

見
を

周
辺

に
求

め
、

定
期

的
に

講
演

会
、

研
修

会
を

行
う

。
 

９
 

文
化

財
保

護
大

垣
内

立
山

保
存

会
８

月
２

４
日

の
地

蔵
盆

に
行

い
継

が
れ

て
生

涯
学

習
課

 
き

た
伝

統
行

事
で

、
話

題
と

な
っ

た
事

件
（

文
化

財
保

存
室

）
や

有
名

と
な

っ
た

人
物

を
「

作
り

物
」

と
し

て
地

蔵
堂

、
公

民
館

及
び

個
人

の
家

に
飾

り
付

け
る

立
山

祭
は

、
広

陵
町

無
形

民
俗

文
化

財
に

指
定

さ
れ

た
伝

統
行

事
を

保
存

継
承

す
る

取
組

を
行

っ
て

い
る

。
 

１
０

 
文

化
財

普
及

啓
発

広
陵

町
文

化
財

ガ
イ

ド
の

会
広

陵
町

の
文

化
財

を
案

内
し

、
文

化
財

の
生

涯
学

習
課

 
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
会

員
（

文
化

財
保

存
室

）
研

修
を

年
２

回
実

施
し

、
ガ

イ
ド

能
力

の
向

上
に

努
め

て
い

る
。

１
１

 
社

会
体

育
広

陵
町

ス
ポ

ー
ツ

協
会

町
民

が
、

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
通

し
て

地
域

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課
づ

く
り

、
ま

た
、

健
康

で
明

る
い

生
活

を
営

め
る

よ
う

、
各

種
大

会
を

開
催

し
て

い
る

。
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２
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

 

活
動

分
野

団
体

の
名

称
活

動
内

容
所

管
課

１
 

お
話

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

お
は

な
し

ぽ
っ

け
プ

チ
ト

マ
ト

町
立

図
書

館
を

中
心

に
教

育
・

保
育

施
設

図
書

館
 

等
で

お
は

な
し

会
の

活
動

を
実

施
。

 
図

書
館

で
の

お
は

な
し

会
毎

月
１

回
第

２
土

曜
日

２
 

お
話

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

お
は

な
し

ポ
ケ

ッ
ト

町
立

図
書

館
を

中
心

に
教

育
・

保
育

施
設

図
書

館
 

等
で

お
は

な
し

会
の

活
動

を
実

施
。

 
図

書
館

で
の

お
は

な
し

会
毎

月
１

回
第

１
土

曜
日

３
 

お
話

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ま
み

お
は

な
し

ろ
う

そ
く

の
会

町
立

図
書

館
を

中
心

に
教

育
・

保
育

施
設

図
書

館
 

等
で

お
は

な
し

会
の

活
動

を
実

施
。

 
図

書
館

で
の

お
は

な
し

会
毎

月
１

回
第

４
土

曜
日

４
 

音
読

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
リ

ー
ン

グ
ラ

ス
町

立
図

書
館

を
中

心
に

教
育

・
保

育
施

設
図

書
館

等
で

朗
読

や
お

は
な

し
会

の
活

動
を

実
 

施
。

 
図

書
館

で
の

お
は

な
し

会
毎

月
１

回
第

３
土

曜
日

 ３
　
協
議
会
等

 

活
動

分
野

団
体

の
名

称
活

動
内

容
所

管
課

 
１

人
権

教
育

広
陵

町
人

権
教

育
推

進
協

議
会

差
別

の
現

実
に

深
く

学
び

、
部

落
差

別
を

生
涯

学
習

課
は

じ
め

、
あ

ら
ゆ

る
人

権
問

題
の

解
決

を
め

ざ
し

て
、

豊
か

な
未

来
を

切
り

拓
く

取
組

を
推

進
す

る
。

 
２

青
少

年
健

全
育

成
広

陵
町

青
少

年
健

全
育

成
協

議
会

広
陵

町
内

に
お

け
る

非
行

防
止

活
動

を
、

生
涯

学
習

課
学

校
部

会
、

保
護

者
部

会
及

び
地

域
部

会
の

３
部

会
に

よ
り

、
各

種
巡

視
、

立
哨

活
動

等
を

実
施

し
、

青
少

年
の

健
全

育
成

を
行

う
。
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令和５年度　生涯学習係　事業実績

①　第６２回　広陵町文化祭

͑ ͍͍Ὦ͏ ˢỲʾ ˣ˙͑ ˢ ˣ

͍͌ʿ͌͌˙͍͒ʿ͌͌ˢΩ ψ͍͑ʿ͌͌Ϙπˣ

場　所 ῲ ῝״ Ḭʾῲ ״ ӾḬ

̗ᵫᵓ꜠ˢ͍͍Ὦ͏ ˣ

̗῝ Ḭᶨ ᵓˢ͍͍Ὦ͏ ˣ

ʹʾ ם ʹ͎͐ ʹʾ ͓͌͏ʹיּ

̗ ᴟ ᵓˢ͍͍Ὦ͏ ˙͑ ˣ

ʹʾ ʹ͕͐͑⌠ ʹʾ ʼ͔͎͐͐ʹיּ

②　広陵町二十歳のつどい

͒ ͍Ὦ͔ ˢὮʾ ˣ

͍ ͍͌ʿ͌͌ᵫ꜠ʹῲ ᶘ Ỹ

͎ ͍͐ʿ͌͌ᵫ꜠ʹ Ͼẅ ᶘ Ỹ

場　所 ῲ ῝״ ḬʹΤΩϞ Ш˔и

͍ ͍͒͌ ˗͎͎͌ ˢ ˣיּ ˲╥ᴥ ʹ79.2̋˳

͎ ͍͑͏ ˗͎͔͌ ˢ ˣיּ ˲╥ᴥ ʹ73.6̋˳

›ʹὓ ͏͍͏ ˗͍͐͌ ˢ ˣיּ ˲╥ᴥ ʹ76.3̋˳

③　生涯学習セミナー　

　 ◎　第１回テーマ　「キャリア教育」

日　程 ͑ ͍͎Ὦ͑ ˢᴲˣʹ͕ʿ͑͑˙͍͌ʿ͐͑

場　所 ᾉ ῲ ‰ ʹРДϷи˔Э

参加者 ᾉ ῲ ‰ ʹ͎ ʹ͓͕

演　題

講　師 ͛ͥẸᵓО˔ЊЗиТϮϱЗрІễӾϱрІЕжϼЌ˔ʹ₈ ϙϕ♃

◎　第２回テーマ　「コミュニケーション」

日　程

場　所 ήϩϞΤШ˔иʹ ᵓṳע

参加者

講　師 ЪЅГϰУ ᶘЀрЂиЌрЕʹ ʹ `♃

◎　第３回テーマ　「片付け講座」

日　程

場　所 ήϩϞΤШ˔иʹ ᵓṳע

参加者

講　師 goodlife-100ʹ ʹ ʹ ♀♃

◎　第４回テーマ　「終活（生前整理）講座」

日　程

場　所 ήϩϞΤШ˔иʹ ᵓṳע

参加者

講　師 goodlife-100ʹ ʹ ʹ ♀♃

∕ ʾ∕Ỡʾ∕ᶘּיʹʹ͎͏

͒ ͏Ὦ͍͍ ˢὮˣʹ͍͐ʿ͌͌˙͍͑ʿ͏͌

∕ ʾ∕Ỡʾ∕ᶘּיʹʹ͎͌

ˮ μοΣΦθΜΣỲχ ꜡˙ ΜοᴶΩʺΣỲϬ►Ξʺ ϛϥʺ︢ϥ˙˯

͒ ͎Ὦ͎͓ ˢᴲˣʹ͍͌ʿ͌͌˙͍͍ʿ͏͌

∕ ʾ∕Ỡʾ∕ᶘּיʹʹ͍͓

日　程

内　容

日　程

参加者

͒ ͏Ὦ͍͍ ˢὮˣʹ͍͌ʿ͌͌˙͍͍ʿ͏͌
















